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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　選択された画像のディフォルト視点情報を読み出すステップ、
　３Ｄモードの場合は表示可能な視点数を読み出すステップ、
　全視点表示可能な場合は全視点の画像データを読み出し表示するステップ、
　全視点表示できない場合は、ディフォルト視点を中心にした表示可能な視点数の画像を
読み出し表示するステップ、
を備えることを特徴とする画像再生方法。
【請求項２】
　２Ｄ／３Ｄの表示モードを取得するステップ、
　２Ｄ／３Ｄ表示モードを切り替えるステップ、
　各視点の画像をサムネイル表示するステップ、
　表示する画像を選択するステップ、
　２Ｄモードの場合はディフォルト視点を読み出し表示するステップ、
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の画像再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像管理方法に係り、特に、デジタルカメラにおける画像管理方法に関する
。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の撮像系を備えたデジタルカメラ（以下複眼デジタルカメラともいう）が知
られている（例えば特許文献１参照）。この特許文献１記載のデジタルカメラでは、複数
の撮像系から視差を持った一組の画像を得て、この一組の画像を一つのファイルに格納し
ている。
【０００３】
　その他、本願に関連すると思われるものとして、特許文献２から６がある。
【特許文献１】特開２００５－１４９４８３号公報
【特許文献２】特開２００１－２２２０８３号公報
【特許文献３】特開２００４－３４３５４９号公報
【特許文献４】特開２００５－９４１４５号公報
【特許文献５】特開２００４－１２９１８６号公報
【特許文献６】特開２００５－３１１９８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のように、一組の画像を一つのファイルに格納すると、２Ｄ
で表示させる場合（あるいは特定の視点の画像を表示させる場合）、全てのデータを読み
出す必要があり、目的の画像を検索し表示するまで相当の時間を要するという問題がある
。
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、複数の撮像系で撮影された画
像の中から目的の画像を迅速に検索し表示することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、請求項１に記載の発明は、選
択された画像のディフォルト視点情報を読み出すステップ、３Ｄモードの場合は表示可能
な視点数を読み出すステップ、全視点表示可能な場合は全視点の画像データを読み出し表
示するステップ、全視点表示できない場合は、ディフォルト視点を中心にした表示可能な
視点数の画像を読み出し表示するステップ、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、３Ｄモードの場合はディフォルト視点を中心にした表
示可能な視点数の画像を読み出し表示することができるので、選択が不要で容易に表示す
ることが可能となる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、２Ｄ／３Ｄの表示モードを取得するステップ、２Ｄ／３Ｄ表
示モードを切り替えるステップ、各視点の画像をサムネイル表示するステップ、表示する
画像を選択するステップ、２Ｄモードの場合はディフォルト視点を読み出し表示するステ
ップ、をさらに備えることを特徴とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明によれば、２Ｄモードの場合はディフォルト視点の画像を読み出
し表示するので、選択の手間が不要で、撮影者、編集者の見せたい画像を容易に表示可能
となる。また、３Ｄモードの場合はディフォルト視点を中心にした表示可能な視点数の画
像を読み出し表示することができるので、選択が不要で容易に表示することが可能となる
。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、複数の撮像系で撮影された画像の中から目的の画像を迅速に検索し表
示することが可能となる。



(3) JP 4662071 B2 2011.3.30

10

20

30

40

50

【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　以下、本発明の第一実施形態であるデジタルカメラ（撮影装置）について図面を参照し
ながら説明する。
【００３２】
　図１は、本発明の第一実施形態であるデジタルカメラの外観構成を示す正面斜視図であ
る。図２は、本発明の第一実施形態であるデジタルカメラの外観構成を示す背面斜視図で
ある。
【００３３】
　本実施形態のデジタルカメラ１０は、複数（図１では二つを例示）の撮像手段（撮像系
ともいう）を備えたデジタルカメラ（本発明の複眼デジタルカメラに相当）であって、同
一被写体を複数視点（図１では左右二つの視点を例示）から撮影可能となっている。
【００３４】
　デジタルカメラ１０のカメラボディ１２は、矩形の箱状に形成されており、その正面に
は、図１に示すように、一対の撮影レンズ１４Ｒ、１４Ｌ、ストロボ１６等が設けられて
いる。また、カメラボディ１２の上面には、シャッタボタン１８、電源／モードスイッチ
２０、モードダイヤル２２等が設けられている。
【００３５】
　一方、カメラボディ１２の背面には、図２に示すように、モニタ２４、ズームボタン２
６、十字ボタン２８、ＭＥＮＵ／ＯＫボタン３０、ＤＩＳＰボタン３２、ＢＡＣＫボタン
３４、マクロボタン３６等が設けられている。
【００３６】
　また、図示されていないが、カメラボディ１２の底面には、三脚ネジ穴、開閉自在なバ
ッテリカバー等が設けられており、バッテリカバーの内側には、バッテリを収納するため
のバッテリ収納室、メモリカードを装着するためのメモリカードスロット等が設けられて
いる。
【００３７】
　左右一対の撮影レンズ１４Ｒ、１４Ｌは、それぞれ沈胴式のズームレンズで構成されて
おり、マクロ撮影機能（近接撮影機能）を有している。この撮影レンズ１４Ｒ、１４Ｌは
、それぞれデジタルカメラ１０の電源をＯＮすると、カメラボディ１２から繰り出される
。
【００３８】
　なお、撮影レンズにおけるズーム機構や沈胴機構、マクロ撮影機構については、公知の
技術なので、ここでは、その具体的な構成についての説明は省略する。
【００３９】
　ストロボ１６は、キセノン管で構成されており、暗い被写体を撮影する場合や逆光時な
どに必要に応じて発光される。
【００４０】
　シャッタボタン１８は、いわゆる「半押し」と「全押し」とからなる二段ストローク式
のスイッチで構成されている。デジタルカメラ１０は、静止画撮影時（例えば、モードダ
イヤル２２で静止画撮影モード選択時、又はメニューから静止画撮影モード選択時）、こ
のシャッタボタン１８を半押しすると撮影準備処理、すなわち、ＡＥ（Automatic Exposu
re：自動露出）、ＡＦ（Auto Focus：自動焦点合わせ）、ＡＷＢ（Automatic White Bala
nce：自動ホワイトバランス）の各処理を行い、全押すると、画像の撮影・記録処理を行
う。また、動画撮影時（例えば、モードダイヤル２２で動画撮影モード選択時、又はメニ
ューから動画撮影モード選択時）、このシャッタボタン１８を全押すると、動画の撮影を
開始し、再度全押しすると、撮影を終了する。なお、設定により、シャッタボタン１８を
全押している間、動画の撮影を行い、全押しを解除すると、撮影を終了するようにするこ
ともできる。なお、静止画撮影専用のシャッタボタン及び動画撮影専用のシャッタボタン
を設けるようにしてもよい。
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【００４１】
　電源／モードスイッチ２０は、デジタルカメラ１０の電源スイッチとして機能するとと
もに、デジタルカメラ１０の再生モードと撮影モードとを切り替える切替手段として機能
し、「ＯＦＦ位置」と「再生位置」と「撮影位置」の間をスライド自在に設けられている
。デジタルカメラ１０は、この電源／モードスイッチ２０を「再生位置」に位置させると
、再生モードに設定され、「撮影位置」に位置させると、撮影モードに設定される。また
、「ＯＦＦ位置」に位置させると、電源がＯＦＦされる。
【００４２】
　モードダイヤル２２は、撮影モードの設定に用いられる。このモードダイヤル２２は、
カメラボディ１２の上面に回転自在に設けられており、図示しないクリック機構によって
、「２Ｄ静止画位置」、「２Ｄ動画位置」、「３Ｄ静止画位置」、「３Ｄ動画位置」にセ
ット可能に設けられている。デジタルカメラ１０は、このモードダイヤル２２を「２Ｄ静
止画位置」にセットすることにより、２Ｄの静止画を撮影する２Ｄ静止画撮影モードに設
定され、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８に、２Ｄモードであることを表すフラグが設
定される。また、「２Ｄ動画位置」にセットすることにより、２Ｄの動画を撮影する２Ｄ
動画撮影モードに設定され、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８に、２Ｄモードであるこ
とを表すフラグが設定される。
【００４３】
　また、「３Ｄ静止画位置」にセットすることにより、３Ｄの静止画を撮影する３Ｄ静止
画撮影モードに設定され、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８に、３Ｄモードであること
を表すフラグが設定される。さらに、「３Ｄ動画位置」にセットすることにより、３Ｄの
動画を撮影する３Ｄ動画撮影モードに設定され、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８に、
３Ｄモードであることを表すフラグが設定される。後述するＣＰＵ１１０は、この２Ｄ／
３Ｄモード切替フラグ１６８を参照して、２Ｄモード又は３Ｄモードのいずれであるかを
把握する。
【００４４】
　モニタ２４は、かまぼこ状のレンズ群を有したいわゆるレンチキュラレンズが前面に配
置されたカラー液晶パネル等の表示装置である。このモニタ２４は、撮影済み画像を表示
するための画像表示部として利用されるとともに、各種設定時にＧＵＩとして利用される
。また、撮影時には、撮像素子で捉えた画像がスルー表示され、電子ファインダとして利
用される。
【００４５】
　ここで、モニタ２４で立体視表示が可能となる仕組みについて図面を参照しながら説明
する。
【００４６】
　図１１は、モニタ２４で立体視表示が可能となる仕組みについて説明するための図であ
る。モニタ２４の前面（観者の視点（左眼ＥL、右眼ＥR）が存在するｚ軸方向）には、レ
ンティキュラレンズ２４ａが配置されている。レンティキュラ レンズ２４ａは、複数の
円筒状凸レンズを図１１中ｘ軸方向に連ねることで構成される。
【００４７】
　モニタ２４に表示される立体視画像の表示領域は、右眼用短冊画像表示領域２４Ｒと左
眼用短冊画像表示領域２４Ｌとから構成されている。右眼用短冊画像表示領域２４Ｒ及び
左眼用短冊画像表示領域２４Ｌは、それぞれ画面の図１１中ｙ軸方向に細長い短冊形状を
しており、図１１中ｘ軸方向に交互に配置される。
【００４８】
　レンティキュラレンズ２４ａの各凸レンズは、観者の所与の観察点を基準として、それ
ぞれ一組の右眼用短冊画像表示領域２４Ｒ及び左眼用短冊画像表示領域２４Ｌを含む短冊
集合画像表示領域２４ｃに対応した位置に形成される。
【００４９】
　図１１では、観者の右眼ＥRには、レンティキュラ レンズ２４ａの光屈折作用により、
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モニタ２４の右眼用短冊画像表示領域２４Ｒに表示された右眼用短冊画像が入射される。
また、観者の左眼ＥLには、レンティキュラ レンズ２４ａの光屈折作用により、モニタ２
４の左眼用短冊画像表示領域２４Ｌに表示された左眼用短冊画像が入射される。したがっ
て、観者の右眼は右眼用短冊画像のみを、観者の左眼は左眼用短冊画像のみを見ることに
なり、これら右眼用短冊画像の集合である右眼用画像及び左眼用短冊画像の集合である左
眼用画像による左右視差により立体視が可能となる。
【００５０】
　なお、モニタ２４は、液晶や有機ＥＬ等の二次元と三次元の両方が表示可能な表示素子
を含む。自発光、あるいは別に光源があり光量を制御する方式であってもよい。また、偏
光による方式やアナグリフ、裸眼式等、方式は問わない。また、液晶や有機ＥＬを多層に
重ねた方式でもよい。モニタ２４は駆動モードを切り替えることにより二次元、三次元の
画像を表示できる。
【００５１】
　ズームボタン２６は、撮影レンズ１４Ｒ、１４Ｌのズーム操作に用いられ、望遠側への
ズームを指示するズームテレボタンと、広角側へのズームを指示するズームワイドボタン
とで構成されている。
【００５２】
　十字ボタン２８は、上下左右４方向に押圧操作可能に設けられており、各方向のボタン
には、カメラの設定状態に応じた機能が割り当てられる。たとえば、撮影時には、左ボタ
ンにマクロ機能のＯＮ／ＯＦＦを切り替える機能が割り当てられ、右ボタンにストロボモ
ードを切り替える機能が割り当てられる。また、上ボタンにモニタ２４の明るさを替える
機能が割り当てられ、下ボタンにセルフタイマのＯＮ／ＯＦＦを切り替える機能が割り当
てられる。また、再生時には、左ボタンにコマ送りの機能が割り当てられ、右ボタンにコ
マ戻しの機能が割り当てられる。また、上ボタンにモニタ２４の明るさを替える機能が割
り当てられ、下ボタンに再生中の画像を削除する機能が割り当てられる。また、各種設定
時には、モニタ２４に表示されたカーソルを各ボタンの方向に移動させる機能が割り当て
られる。
【００５３】
　ＭＥＮＵ／ＯＫボタン３０は、メニュー画面の呼び出し（ＭＥＮＵ機能）に用いられる
とともに、選択内容の確定、処理の実行指示等（ＯＫ機能）に用いられ、デジタルカメラ
１０の設定状態に応じて割り当てられる機能が切り替えられる。
【００５４】
　メニュー画面では、たとえば露出値、色合い、ＩＳＯ感度、記録画素数などの画質調整
やセルフタイマの設定、測光方式の切り替え、デジタルズームを使用するか否かなど、デ
ジタルカメラ１０が持つ全ての調整項目の設定が行われる。デジタルカメラ１０は、この
メニュー画面で設定された条件に応じて動作する。
【００５５】
　ＤＩＳＰボタン３２は、モニタ２４の表示内容の切り替え指示等の入力に用いられ、Ｂ
ＡＣＫボタン３４は入力操作のキャンセル等の指示の入力に用いられる。
【００５６】
　縦撮り／横撮り切替ボタン３６は、縦撮り又は横撮り（縦撮りモード又は横撮りモード
）のいずれで撮影を行うかを指示するためのボタンである。縦撮り／横撮り検出回路１６
６は、このボタンの状態により、縦撮り又は横撮りのいずれで撮影を行うかを検出する。
【００５７】
　高さ検出部３８は、基準面（例えば、地面）からの距離を検出するための回路である。
図１及び図２に示すように、高さ検出部３８は、縦撮りのいずれの姿勢でも高さを検出で
きるように、カメラボディ１２の両側面に設けられている。
【００５８】
　図３は、図１及び図２に示したデジタルカメラ１０の電気的構成を示すブロック図であ
る。



(6) JP 4662071 B2 2011.3.30

10

20

30

40

50

【００５９】
　図３に示すように、本実施形態のデジタルカメラ１０は、二つの撮像系それぞれから画
像信号を取得できるように構成されており、ＣＰＵ１１０、２Ｄ／３Ｄ表示切替部４０、
２Ｄ／３Ｄフォルダ管理用バッファ４２、２Ｄ／３Ｄ視点数フラグ（撮影／表示）４４、
編集制御入力部４６、２Ｄ／３Ｄ切替視点数切替部４８、サムネイル画像作成回路５０、
操作部（シャッタボタン１８、電源／モードスイッチ２０、モードダイヤル２２、ズーム
ボタン２６、十字ボタン２８、ＭＥＮＵ／ＯＫボタン３０、ＤＩＳＰボタン３２、ＢＡＣ
Ｋボタン３４、２Ｄ／３Ｄモード切替ボタン３６等）１１２、ＲＯＭ１１６、フラッシュ
ＲＯＭ１１８、ＳＤＲＡＭ１２０、ＶＲＡＭ１２２、撮影レンズ１４Ｒ、１４Ｌ、ズーム
レンズ制御部１２４Ｒ、１２４Ｌ、フォーカスレンズ制御部１２６Ｒ、１２６Ｌ、絞り制
御部１２８Ｒ、１２８Ｌ、撮像素子１３４Ｒ、１３４Ｌ、タイミングジェネレータ（ＴＧ
）１３６Ｒ、１３６Ｌ、アナログ信号処理部１３８Ｒ、１３８Ｌ、Ａ／Ｄ変換器１４０Ｒ
、１４０Ｌ、画像入力コントローラ１４１Ｒ、１４１Ｌ、デジタル信号処理部１４２Ｒ、
１４２Ｌ、ＡＦ検出部１４４、ＡＥ／ＡＷＢ検出部１４６、３Ｄ画像生成部１５０、圧縮
・伸張処理部１５２、メディア制御部１５４、メモリカード１５６、表示制御部１５８、
モニタ２４、電源制御部１６０、バッテリ１６２、ストロボ制御部１６４、ストロボ１６
等を備えている。
【００６０】
　図１中右側の撮像手段Ｒは、主として、撮影レンズ１４Ｒ、ズームレンズ制御部１２４
Ｒ、フォーカスレンズ制御部１２６Ｒ、絞り制御部１２８Ｒ、撮像素子１３４Ｒ、タイミ
ングジェネレータ（ＴＧ）１３６Ｒ、アナログ信号処理部１３８Ｒ、Ａ／Ｄ変換器１４０
Ｒ、画像入力コントローラ１４１Ｒ、デジタル信号処理部１４２Ｒ等から構成される。
【００６１】
　図１中左側の撮像手段Ｌは、主として、撮影レンズ１４Ｌ、ズームレンズ制御部１２４
Ｌ、フォーカスレンズ制御部１２６Ｌ、絞り制御部１２８Ｌ、撮像素子１３４Ｌ、タイミ
ングジェネレータ（ＴＧ）１３６Ｌ、アナログ信号処理部１３８Ｌ、Ａ／Ｄ変換器１４０
Ｌ、画像入力コントローラ１４１Ｌ、デジタル信号処理部１４２Ｌ等から構成される。
【００６２】
　ＣＰＵ１１０は、カメラ全体の動作を統括制御する制御手段として機能し、操作部１１
２からの入力に基づき所定の制御プログラムに従って各部を制御する。
【００６３】
　バス１１４を介して接続されたＲＯＭ１１６には、このＣＰＵ１１０が実行する制御プ
ログラム及び制御に必要な各種データ（後述するＡＥ／ＡＦの制御周期等）等が格納され
ており、フラッシュＲＯＭ１１８には、ユーザ設定情報等のデジタルカメラ１０の動作に
関する各種設定情報等が格納されている。
【００６４】
　ＳＤＲＡＭ１２０は、ＣＰＵ１１０の演算作業用領域として利用されるとともに、画像
データの一時記憶領域として利用され、ＶＲＡＭ１２２は、表示用の画像データ専用の一
時記憶領域として利用される。
【００６５】
　左右一対の撮影レンズ１４Ｒ、１４Ｌは、ズームレンズ１３０ＺＲ、１３０ＺＬ、フォ
ーカスレンズ１３０ＦＲ、１３０ＦＬ、絞り１３２Ｒ、１３２Ｌを含んで構成され、所定
の間隔をもってカメラボディ１２に配置されている。
【００６６】
　ズームレンズ１３０ＺＲ、１３０ＬＲは、図示しないズームアクチュエータに駆動され
て光軸に沿って前後移動する。ＣＰＵ１１０は、ズームレンズ制御部１２４Ｒ、１２４Ｌ
を介してズームアクチュエータの駆動を制御することにより、ズームレンズの位置を制御
し、撮影レンズ１４Ｒ、１４Ｌのズーミングを行う。
【００６７】
　フォーカスレンズ１３０ＦＲ、１３０ＦＬは、図示しないフォーカスアクチュエータに
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駆動されて光軸に沿って前後移動する。ＣＰＵ１１０は、フォーカスレンズ制御部１２６
Ｒ、１２６Ｌを介してフォーカスアクチュエータの駆動を制御することにより、フォーカ
スレンズの位置を制御し、撮影レンズ１４Ｒ、１４Ｌのフォーカシングを行う。
【００６８】
　絞り１３２Ｒ、１３２Ｌは、たとえば、アイリス絞りで構成されており、図示しない絞
りアクチュエータに駆動されて動作する。ＣＰＵ１１０は、絞り制御部１２８Ｒ、１２８
Ｌを介して絞りアクチュエータの駆動を制御することにより、絞り１３２Ｒ、１３２Ｌの
開口量（絞り値）を制御し、撮像素子１３４Ｒ、１３４Ｌへの入射光量を制御する。
【００６９】
　なお、ＣＰＵ１１０は、この撮影レンズ１４Ｒ、１４Ｌを構成するズームレンズ１３０
ＺＲ、１３０ＺＬ、フォーカスレンズ１３０ＦＲ、１３０ＦＬ、絞り１３２Ｒ、１３２Ｌ
を駆動する際、左右の撮影レンズ１４Ｒ、１４Ｌを同期させて駆動する。すなわち、左右
の撮影レンズ１４Ｒ、１４Ｌは、常に同じ焦点距離（ズーム倍率）に設定され、常に同じ
被写体にピントが合うように、焦点調節が行われる。また、常に同じ入射光量（絞り値）
となるように絞りが調整される。
【００７０】
　撮像素子１３４Ｒ、１３４Ｌは、所定のカラーフィルタ配列のカラーＣＣＤで構成され
ている。ＣＣＤは、その受光面に多数のフォトダイオードが二次元的に配列されている。
撮影レンズ１４Ｒ、１４ＬによってＣＣＤの受光面上に結像された被写体の光学像は、こ
のフォトダイオードによって入射光量に応じた信号電荷に変換される。各フォトダイオー
ドに蓄積された信号電荷は、ＣＰＵ１１０の指令に従ってＴＧ１３６Ｒ、１３６Ｌから与
えられる駆動パルスに基づいて信号電荷に応じた電圧信号（画像信号）として撮像素子１
３４Ｒ、１３４Ｌから順次読み出される。
【００７１】
　なお、この撮像素子１３４Ｒ、１３４Ｌには、電子シャッタの機能が備えられており、
フォトダイオードへの電荷蓄積時間を制御することにより、露光時間（シャッタ速度）が
制御される。
【００７２】
　なお、本実施の形態では、撮像素子としてＣＣＤを用いているが、ＣＭＯＳセンサ等の
他の構成の撮像素子を用いることもできる。
【００７３】
　アナログ信号処理部１３８Ｒ、１３８Ｌは、撮像素子１３４Ｒ、１３４Ｌから出力され
た画像信号に含まれるリセットノイズ（低周波）を除去するための相関二重サンプリング
回路（ＣＤＳ）、画像信号を増幅し、一定レベルの大きさにコントロールするためのＡＧ
Ｓ回路を含み、撮像素子１３４Ｒ、１３４Ｌから出力される画像信号を相関二重サンプリ
ング処理するとともに増幅する。
【００７４】
　Ａ／Ｄ変換器１４０Ｒ、１４０Ｌは、アナログ信号処理部１３８Ｒ、１３８Ｌから出力
されたアナログの画像信号をデジタルの画像信号に変換する。
【００７５】
　画像入力コントローラ１４１Ｒ、１４１Ｌは、Ａ／Ｄ変換器１４０Ｒ、１４０Ｌから出
力された画像信号を取り込んで、ＳＤＲＡＭ１２０に格納する。
【００７６】
　デジタル信号処理部１４２Ｒ、１４２Ｌは、ＣＰＵ１１０からの指令に従いＳＤＲＡＭ
１２０に格納された画像信号を取り込み、所定の信号処理を施して輝度信号Ｙと色差信号
Ｃｒ、ＣｂとからなるＹＵＶ信号を生成する。
【００７７】
　図４は、このデジタル信号処理部１４２Ｒ、１４２Ｌの概略構成を示すブロック図であ
る。
【００７８】
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　図４に示すように、デジタル信号処理部１４２Ｒ、１４２Ｌは、ホワイトバランスゲイ
ン算出回路１４２ａ、オフセット補正回路１４２ｂ、ゲイン補正回路１４２ｃ、ガンマ補
正回路１４２ｄ、ＲＧＢ補間演算部１４２ｅ、ＲＧＢ／ＹＣ変換回路１４２ｆ、ノイズフ
ィルタ１４２ｇ、輪郭補正回路１４２ｈ、色差マトリクス回路１４２ｉ、光源種別判定回
路１４２ｊを備えて構成される。
【００７９】
　ホワイトバランスゲイン算出回路１４２ａは、ＡＥ／ＡＷＢ検出部１４６で算出された
積算値を取り込んでホワイトバランス調整用のゲイン値を算出する。
【００８０】
　オフセット補正回路１４２ｂは、画像入力コントローラ１４１Ｒ、１４１Ｌを介して取
り込まれたＲ、Ｇ、Ｂの各色の画像信号に対してオフセット処理を行う。
【００８１】
　ゲイン補正回路１４２ｃは、オフセット処理された画像信号を取り込み、ホワイトバラ
ンスゲイン算出回路１４２ａで算出されたゲイン値を用いてホワイトバランス調整を行う
。
【００８２】
　ガンマ補正回路１４２ｄは、ホワイトバランス調整された画像信号を取り込み、所定の
γ値を用いてガンマ補正を行う。
【００８３】
　ＲＧＢ補間演算部１４２ｅは、ガンマ補正されたＲ、Ｇ、Ｂの色信号を補間演算して、
各画素位置におけるＲ、Ｇ、Ｂ３色の信号を求める。すなわち、単板式の撮像素子の場合
、各画素からは、Ｒ、Ｇ、Ｂのいずれか一色の信号しか出力されないため、出力しない色
を周囲の画素の色信号から補間演算により求める。たとえば、Ｒを出力する画素では、こ
の画素位置におけるＧ、Ｂの色信号がどの程度になるかを周りの画素のＧ、Ｂ信号から補
間演算により求める。このように、ＲＧＢ補間演算は、単板式の撮像素子に特有のものな
ので、撮像素子１３４に三板式のものを用いた場合には不要となる。
【００８４】
　ＲＧＢ／ＹＣ変換回路１４２ｆは、ＲＧＢ補間演算後のＲ、Ｇ、Ｂ信号から輝度信号Ｙ
と色差信号Ｃｒ、Ｃｂを生成する。
【００８５】
　ノイズフィルタ１４２ｇは、ＲＧＢ／ＹＣ変換回路１４２ｆで生成された輝度信号Ｙと
色差信号Ｃｒ、Ｃｂに対してノイズ低減処理を施す。
【００８６】
　輪郭補正回路１４２ｈは、ノイズ低減後の輝度信号Ｙに対し、輪郭補正処理を行い、輪
郭補正された輝度信号Ｙ’を出力する。
【００８７】
　一方、色差マトリクス回路１４２ｉは、ノイズ低減後の色差信号Ｃｒ、Ｃｂに対し、色
差マトリクス（Ｃ－ＭＴＸ）を乗算して色調補正を行う。すなわち、色差マトリクス回路
１４２ｉには、光源対応の色差マトリクスが複数種類設けられており、光源種別判定回路
１４２ｊが求めた光源種に応じて、使用する色差マトリクスを切り替え、この切り替え後
の色差マトリクスを入力された色差信号Ｃｒ、Ｃｂに乗算し、色調補正された色差信号Ｃ
ｒ’、Ｃｂ’を出力する。
【００８８】
　光源種別判定回路１４２ｊは、ＡＥ／ＡＷＢ検出部１４６で算出された積算値を取り込
んで光源種を判定し、色差マトリクス回路１４２ｉに色差マトリクス選択信号を出力する
。
【００８９】
　なお、本実施の形態のデジタルカメラでは、上記のようにデジタル信号処理部をハード
ウェア回路で構成しているが、当該ハードウェア回路と同じ機能をソフトウェアにて構成
することも可能である。
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【００９０】
　ＡＦ検出部１４４は、一方の画像入力コントローラ１４１Ｒから取り込まれたＲ、Ｇ、
Ｂの各色の画像信号を取り込み、ＡＦ制御に必要な焦点評価値を算出する。このＡＦ検出
部１４４は、Ｇ信号の高周波成分のみを通過させるハイパスフィルタ、絶対値化処理部、
画面に設定された所定のフォーカスエリア内の信号を切り出すフォーカスエリア抽出部、
及び、フォーカスエリア内の絶対値データを積算する積算部を含み、この積算部で積算さ
れたフォーカスエリア内の絶対値データを焦点評価値としてＣＰＵ１１０に出力する。
【００９１】
　ＣＰＵ１１０は、ＡＦ制御時、このＡＦ検出部１４４から出力される焦点評価値が極大
となる位置をサーチし、その位置にフォーカスレンズ１３０ＦＲ、１３０ＦＬを移動させ
ることにより、主要被写体への焦点合わせを行う。すなわち、ＣＰＵ１１０は、ＡＦ制御
時、まず、フォーカスレンズ１３０ＦＲ、１３０ＦＬを至近から無限遠まで移動させ、そ
の移動過程で逐次ＡＦ検出部１４４から焦点評価値を取得し、その焦点評価値が極大とな
る位置を検出する。そして、検出された焦点評価値が極大の位置を合焦位置と判定し、そ
の位置にフォーカスレンズ１３０ＦＲ、１３０ＦＬを移動させる。これにより、フォーカ
スエリアに位置する被写体（主要被写体）にピントが合わせられる。
【００９２】
　ＡＥ／ＡＷＢ検出部１４６は、一方の画像入力コントローラ１４１Ｒから取り込まれた
Ｒ、Ｇ、Ｂの各色の画像信号を取り込み、ＡＥ制御及びＡＷＢ制御に必要な積算値を算出
する。すなわち、このＡＥ／ＡＷＢ検出部１４６は、一画面を複数のエリア（たとえば、
８×８＝６４エリア）に分割し、分割されたエリアごとにＲ、Ｇ、Ｂ信号の積算値を算出
する。
【００９３】
　ＣＰＵ１１０は、ＡＥ制御時、このＡＥ／ＡＷＢ検出部１４６で算出されたエリアごと
のＲ、Ｇ、Ｂ信号の積算値を取得し、被写体の明るさ（測光値）を求めて、適正な露光量
を得るための露出設定を行う。すなわち、感度、絞り値、シャッタ速度、ストロボ発光の
要否を設定する。
【００９４】
　また、ＣＰＵ１１０は、ＡＷＢ制御時、ＡＥ／ＡＷＢ検出部１４６で算出されたエリア
ごとのＲ、Ｇ、Ｂ信号の積算値をデジタル信号処理部１４２のホワイトバランスゲイン算
出回路１４２ａ及び光源種別判定回路１４２ｊに加える。
【００９５】
　ホワイトバランスゲイン算出回路１４２ａは、このＡＥ／ＡＷＢ検出部１４６で算出さ
れた積算値に基づいてホワイトバランス調整用のゲイン値を算出する。
【００９６】
　また、光源種別判定回路１４２ｊは、このＡＥ／ＡＷＢ検出部１４６で算出された積算
値に基づいて光源種を検出する。
【００９７】
　圧縮・伸張処理部１５２は、ＣＰＵ１１０からの指令に従い、入力された画像データに
所定形式の圧縮処理を施し、圧縮画像データを生成する。また、ＣＰＵ１１０からの指令
に従い、入力された圧縮画像データに所定形式の伸張処理を施し、非圧縮の画像データを
生成する。なお、本実施の形態のデジタルカメラ１０では、静止画に対しては、ＪＰＥＧ
規格に準拠した圧縮処理が施され、動画に対してはＭＰＥＧ２規格に準拠した圧縮処理が
施される。
【００９８】
　メディア制御部１５４は、ＣＰＵ１１０からの指令に従い、メモリカード１５６に対し
てデータの読み／書きを制御する。
【００９９】
　表示制御部１５８は、ＣＰＵ１１０からの指令に従い、モニタ２４への表示を制御する
。すなわち、ＣＰＵ１１０からの指令に従い、入力された画像信号をモニタ２４に表示す
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るための映像信号（たとえば、ＮＴＳＣ信号やＰＡＬ信号、ＳＣＡＭ信号）に変換してモ
ニタ２４に出力するとともに、所定の文字、図形情報をモニタ２４に出力する。
【０１００】
　電源制御部１６０は、ＣＰＵ１１０からの指令に従い、バッテリ１６２から各部への電
源供給を制御する。
【０１０１】
　ストロボ制御部１６４は、ＣＰＵ１１０からの指令に従い、ストロボ１６の発光を制御
する。
【０１０２】
　高さ検出部３８は、基準面（例えば、地面）からの撮影高さ（距離）を検出するための
回路である。
【０１０３】
　縦撮り／横撮り検出回路１６６は、縦撮り／横撮り切替ボタン３６の状態により、縦撮
りであるか横撮りであるかを検出する。
【０１０４】
　２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８には、２Ｄモードであること又は３Ｄモードである
ことを表すフラグが設定される。
【０１０５】
　〔撮影時動作　その１〕
　以下の処理は、主として、ＣＰＵ１１０がＳＤＲＡＭ１２０等に読み込まれた所定プロ
グラムを実行することにより実現される。
【０１０６】
　図６に示すように、２Ｄ撮影モードに切り替えた状態で撮影した場合（例えば図５のス
テップＳ１３）、その撮影画像（２Ｄ画像）を２Ｄ画像フォルダに格納し、一方、３Ｄ撮
影モードに切り替えた状態で撮影した場合（例えば図５のステップＳ２１）、その撮影画
像（３Ｄ画像）を３Ｄ画像フォルダに格納する。
【０１０７】
　図６は、¥rootディレクトリ配下に２Ｄ画像フォルダ及び３Ｄ画像フォルダを含む合計
四つのフォルダが設定されている状態を表している。また、図６は、２Ｄ画像を含む一つ
のファイル（ファイル名S2_00003）が２Ｄ画像フォルダに保存されている状態を表してい
る。なお、ファイル名中のＳ２は本画像を撮影した撮像手段（視点）を識別するための識
別子であり、ファイル名中の００００３はファイル作成ごとに自動的に付与される連続番
号である。
【０１０８】
　また、図６は、３Ｄ画像（左右一対の画像、例えばファイル名S1_00001とS2_00001）を
含むファイル（図６中ファイル名S1_00001～S1_nnnnn及びS2_00001～S2_nnnnnで示す複数
個のファイル）が２Ｄ画像フォルダに保存されている状態を表している。なお、ファイル
名中のＳ１、Ｓ２は本画像を撮影した撮像手段（視点）を識別するための識別子であり、
ファイル名中の００００１～ｎｎｎｎｎはファイル作成ごとに自動的に付与される連続番
号である。
【０１０９】
　このファイルは、画像情報タグ、サムネイル（サムネイル画像ともいう）、及び、画像
（本画像又は主画像ともいう）で構成される。
【０１１０】
　画像情報タグは、本画像に対する付属情報のことであり、各画像の関連付け情報、各画
像の関連情報等を含む。なお、各画像の関連付け情報、各画像の関連情報は、別個独立の
ファイルとして記録するようにしてもよい。
【０１１１】
　各画像の関連付け情報として、本画像が２Ｄ画像か３Ｄ画像かを識別するための識別子
（図中２Ｄ／３Ｄを例示）を記録する。なお、画像の個々にも関連情報が記録されており
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、画像がコピー等でフォルダから別の場所に移されても内容が分かるようになっている。
【０１１２】
　各画像の関連情報として、視点数欄、水平方向視点数欄、垂直方向視点数欄、視点の配
置欄、ディフォルトの視点欄、ディフォルトの表示モード欄、２Ｄ／３Ｄモード欄がある
。
【０１１３】
　視点数欄には、本画像を撮影した撮影手段の数を識別するための識別子が記録される。
水平方向視点数欄には、いわゆる横撮りした場合の撮像手段の数を識別するための識別子
が記録される。垂直方向視点数欄には、いわゆる縦撮りした場合の撮像手段の数を識別す
るための識別子が記録される。
【０１１４】
　視点の配置欄には、撮像手段を識別するための識別子が撮影者から見て左から順に記録
される。視点の配置欄は、撮影者から見て左の撮像系を１としているが、別に方向用タグ
を設けてもよい。ディフォルトの視点欄には、撮像手段の数を識別するための識別子が記
録される。ディフォルトの表示モード欄には、ディフォルトの表示モード（２Ｄ／３Ｄ）
が記録される。２Ｄ／３Ｄモード欄には、本画像が２Ｄ画像か３Ｄ画像かを識別するため
の識別子が記録される。
【０１１５】
　なお、画像情報タグに記録されるのは、これらの項目に限定されない。例えば、Ｅｘｉ
ｆ(Exchangeable image file format)と同様の項目（シャッタースピード、レンズ絞り値
、圧縮モード、色空間情報、画素数、メーカ独自情報（メーカーノート）等）を記録する
ようにしてもよい。
【０１１６】
　なお、一つの画像については、画像の属性情報、サムネイル画像、本画像が一つのファ
イルに記録されていてもよいし、それぞれ分けて記録されていてもよい。
【０１１７】
　以上説明したように、２Ｄ画像を２Ｄ画像専用フォルダに格納し、３Ｄ画像を３Ｄ画像
専用フォルダに格納する。
【０１１８】
　したがって、フォルダ単位にアクセスすることで目的の２Ｄ画像又は３Ｄ画像を迅速に
検索表示することが可能となる。またファイル管理も容易となる。さらに、２Ｄ画像又は
３Ｄ画像であることを表す識別子も格納しているので、例えば別のフォルダに移動したと
しても、２Ｄ画像であるか３Ｄ画像であるかを判定することが可能となる。
【０１１９】
　〔撮影時動作　その２〕
　次に、上記構成のデジタルカメラ１０の動作について図面を参照しながら説明する。
【０１２０】
　図５は、第一実施形態のデジタルカメラ１０の動作（撮影時動作）を説明するためのフ
ローチャートである。
【０１２１】
　以下の処理は、主として、ＣＰＵ１１０がＳＤＲＡＭ１２０等に読み込まれた所定プロ
グラムを実行することにより実現される。
【０１２２】
　モードダイヤル２２の操作により２Ｄ撮影モード又は３Ｄ撮影モードのいずれかが設定
されている状態の下、シャッタボタン１８の一段目をオンすると（ステップＳ１０：Ｙｅ
ｓ）、モードダイヤル２２の状態により、２Ｄ撮影モードが設定されているか３Ｄ撮影モ
ードが設定されているかを検出する（ステップＳ１１）。
【０１２３】
　２Ｄ撮影モードが検出されると（ステップＳ１２：Ｎｏ）、２Ｄモードへ切り替える（
ステップＳ１３）。すなわち、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８に２Ｄモードであるこ
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とを表すフラグを設定する。
【０１２４】
　次に、二つの撮像手段Ｒ、Ｌ（本発明の複数の撮像手段に相当）のうちの駆動する撮像
手段（本発明の一部の撮像手段に相当）を選択する（ステップＳ１４）。例えば、利用者
が操作部１１２を操作して所望の撮像手段Ｒ、Ｌを選択する。この選択した撮像手段Ｒ又
はＬを識別するための表示を、例えば、モニタ２４あるいはカメラボディ１２に別途設け
た表示器に表示してもよい。このようにすれば、利用者がこの表示を視認することで、現
在どの撮像手段Ｒ又はＬが駆動しているのか、又は、どの撮像手段Ｒ又はＬにより撮影が
行われるのかを把握することが可能となる。この表示としては、例えば、撮像手段Ｒ又は
Ｌの識別番号、あるいは、複数の撮像手段Ｒ、Ｌを含む模式図のうち駆動する撮像手段Ｒ
又はＬに相当する部分を、点滅表示させたり、異なる色で強調表示することが考えられる
。
【０１２５】
　次に、ステップＳ１４で選択した撮像手段Ｒ又はＬのみを駆動するように制御する（ス
テップＳ１５）。
【０１２６】
　次に、２Ｄ画像フォルダをメモリカード１５６に作成しオープンする（ステップＳ１６
）。２Ｄ画像フォルダとは、２Ｄ撮影モードが設定されている状態で撮影された場合に、
その撮影画像を含むファイルを記録（保存）するためのフォルダである。なお、２Ｄ画像
フォルダは、予め作成されていない場合に作成されるのであり、予め作成されている場合
には、再度作成されない。
【０１２７】
　次に、ファイルの初期化を実行する（ステップＳ１７）。
【０１２８】
　次に、シャッタボタン１８の二段目をオンする（本発明の撮影指示に相当）と、ステッ
プＳ１４で選択した撮像手段Ｒ又はＬのみにより撮影が行われ、その選択した撮像手段Ｒ
又はＬのみで撮影した画像（以下２Ｄ画像ともいう）を含むファイルを生成し、２Ｄフォ
ルダに自動的に振り分けられて記録（保存）する（ステップＳ１８）。
【０１２９】
　そして、撮影が終了であれば（ステップＳ１９：Ｙｅｓ）、ヘッダ情報を更新して（ス
テップＳ２０）処理を終了する。
【０１３０】
　次に、ステップＳ１２で３Ｄ撮影モードが検出された場合の動作について説明する。
【０１３１】
　３Ｄ撮影モードが検出されると（ステップＳ１２：Ｙｅｓ）、３Ｄモードへ切り替える
（ステップＳ２１）。すなわち、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８に３Ｄモードである
ことを表すフラグを設定する。
【０１３２】
　次に、視点数を設定する（ステップＳ２２）。例えば、三つの撮像手段を備えるデジタ
ルカメラの場合、利用者が操作部１１２又は２Ｄ／３Ｄ切替視点数切替部４８の操作によ
りいずれの撮像手段で撮影するかを設定する。本実施形態では二つの撮像手段Ｒ、Ｌを備
えるデジタルカメラであるので、これら二つの撮像手段Ｒ、Ｌを視点数（＝２）として自
動的に設定する。例えば、２Ｄ／３Ｄ視点数フラグ（撮影／表示）に設定する。この設定
した撮像手段Ｒ又はＬを識別するための表示を、例えば、モニタ２４あるいはカメラボデ
ィ１２に別途設けた表示器に表示してもよい。このようにすれば、利用者がこの表示を視
認することで、現在どの撮像手段Ｒ又はＬが駆動しているのか、又は、どの撮像手段Ｒ又
はＬにより撮影が行われるのかを把握することが可能となる。この表示としては、例えば
、撮像手段Ｒ又はＬの識別番号、あるいは、複数の撮像手段Ｒ、Ｌを含む模式図のうち駆
動する撮像手段Ｒ又はＬに相当する部分を、点滅表示させたり、異なる色で強調表示する
ことが考えられる。
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【０１３３】
　次に、ステップＳ２２で設定した撮像手段Ｒ及びＬを駆動視点として選択し（ステップ
Ｓ２３）、この選択した撮像手段Ｒ及びＬを駆動するように制御する（ステップＳ２４）
。
【０１３４】
　次に、図７に示す３Ｄ画像フォルダをメモリカード１５６に作成しオープンする（ステ
ップＳ２５）。３Ｄ画像フォルダとは、３Ｄ撮影モードが設定されている状態で撮影され
た場合に、その撮影画像を含むファイルを記録（保存）するためのフォルダである。なお
、３Ｄ画像フォルダは、予め作成されていない場合に作成されるのであり、予め作成され
ている場合には、再度作成されない。
【０１３５】
　ステップＳ２５及びＳ２６の処理を、ステップＳ２２で設定された視点数繰り返す。
【０１３６】
　これにより、本実施形態では、二つの３Ｄ画像フォルダ（図７中、視点１用画像フォル
ダ、視点２用画像フォルダ）が作成される。
【０１３７】
　次に、各ファイルの初期化を実行する（ステップＳ２７、ステップＳ２８：Ｎｏ）。
【０１３８】
　そして、シャッタボタン１８の二段目をオンする（本発明の撮影指示に相当）と、ステ
ップＳ２３で選択された撮像手段（本実施形態では撮像手段Ｒ及びＬ）により撮影が行わ
れ、撮像手段Ｒ（視点１）で撮影した画像（以下３Ｄ画像Ｒともいう）を含むファイル、
及び、撮像手段Ｌ（視点２）で撮影した画像（以下３Ｄ画像Ｌともいう）を含むファイル
を生成し（ステップＳ２９）する。そして、撮像手段Ｒ（視点１）で撮影された画像を含
むファイルを視点１用画像フォルダに自動的に振り分けられて記録（保存）し、撮像手段
Ｌ（視点２）で撮影された画像（例えば３Ｄ画像Ｌ）を含むファイルを視点２用画像フォ
ルダに自動的に振り分けられて記録（保存）する（ステップＳ２９：ステップＳ３０：Ｎ
ｏ）。
【０１３９】
　そして、撮影が終了であれば（ステップＳ３１：Ｙｅｓ）、ヘッダ情報を更新して（ス
テップＳ３２）処理を終了する。
【０１４０】
　次に以上のようにして３Ｄ画像フォルダに格納されるファイルの構造について説明する
。図７は、３Ｄ画像フォルダ配下に二つの視点用フォルダが設定されている状態を表して
いる。また、図７は、３Ｄ画像を含むファイル（図７中ファイル名S1_00001～S1_nnnnnで
示す複数個のファイル）が視点１用画像フォルダに保存されており、３Ｄ画像を含むファ
イル（図７中S2_00001～S2_nnnnnで示す複数個のファイル）が視点２用画像フォルダに保
存されている状態を表している。なお、ファイル名中のＳ１、Ｓ２は本画像を撮影した撮
像手段（視点）を識別するための識別子であり、ファイル名中の００００１～ｎｎｎｎｎ
はファイル作成ごとに自動的に付与される連続番号である。なお、視点用フォルダはルー
トディレクトリ配下に作成してもよい。
【０１４１】
　各ファイルは、画像情報タグ、サムネイル（サムネイル画像ともいう）、及び、画像（
本画像又は主画像ともいう）で構成される。
【０１４２】
　画像情報タグは、本画像に対する付属情報のことであり、各画像の関連付け情報、各画
像の関連情報等を含む。なお、各画像の関連付け情報、各画像の関連情報は、別個独立の
ファイルとして記録するようにしてもよい。
【０１４３】
　各画像の関連付け情報として、ファイルがどの視点のフォルダに格納されているかの情
報が格納されている。図７は、ファイル００００１～ｎｎｎｎｎが２視点の画像を含み、
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００００３が視点２の画像のみを含むことを示している。
【０１４４】
　各画像の関連情報として、視点数欄、水平方向視点数欄、垂直方向視点数欄、視点の配
置欄、ディフォルトの視点欄、ディフォルトの表示モード欄、２Ｄ／３Ｄモード欄がある
。
【０１４５】
　視点数欄には、本画像を撮影した撮影手段の数を識別するための識別子が記録される。
水平方向視点数欄には、いわゆる横撮りした場合の撮像手段の数を識別するための識別子
が記録される。垂直方向視点数欄には、いわゆる縦撮りした場合の撮像手段の数を識別す
るための識別子が記録される。
【０１４６】
　視点の配置欄には、撮像手段を識別するための識別子が撮影者から見て左から順に記録
される。視点の配置欄は、撮影者から見て左の撮像系を１としているが、別に方向用タグ
を設けてもよい。ディフォルトの視点欄には、撮像手段の数を識別するための識別子が記
録される。なお、一次元に配置した２視点の例を示しているが二次元に配置してもよい。
その場合、例えば３×３に配置している場合、左上から１１、１２、１３、２１、２２、
２３、３１、３２、３３となる。ディフォルトの視点が中心であれば２２がセットされる
。なお、番号は１から始まっているが１番目を０とした番号付けでもよい。ディフォルト
の表示モード欄には、ディフォルトの表示モード（２Ｄ／３Ｄ）が記録される。２Ｄ／３
Ｄモード欄には、本画像が２Ｄ画像か３Ｄ画像かを識別するための識別子が記録される。
【０１４７】
　なお、画像情報タグに記録されるのは、これらの項目に限定されない。例えば、Ｅｘｉ
ｆ(Exchangeable image file format)と同様の項目（シャッタースピード、レンズ絞り値
、圧縮モード、色空間情報、画素数、メーカ独自情報（メーカーノート）等）を記録する
ようにしてもよい。
【０１４８】
　なお、一つの画像については、画像の属性情報、サムネイル画像、本画像が一つのファ
イルに記録されていてもよいし、それぞれ分けて記録されていてもよい。
【０１４９】
　各画像の関連情報として、視点数欄、水平方向視点数欄、垂直方向視点数欄、視点の配
置欄、ディフォルトの視点欄、ディフォルトの表示モード欄、２Ｄ／３Ｄモード欄がある
。
【０１５０】
　視点数欄には、本画像を撮影した撮影手段の数を識別するための識別子が記録される。
水平方向視点数欄には、いわゆる横撮りした場合の撮像手段の数を識別するための識別子
が記録される。垂直方向視点数欄には、いわゆる縦撮りした場合の撮像手段の数を識別す
るための識別子が記録される。
【０１５１】
　視点の配置欄には、撮像手段を識別するための識別子が撮影者から見て左から順に記録
される。ディフォルトの視点欄には、撮像手段の数を識別するための識別子が記録される
。ディフォルトの表示モード欄には、ディフォルトの表示モード（２Ｄ／３Ｄ）が記録さ
れる。２Ｄ／３Ｄモード欄には、本画像が２Ｄ画像か３Ｄ画像かを識別するための識別子
が記録される。
【０１５２】
　なお、画像情報タグに記録されるのは、これらの項目に限定されない。例えば、Ｅｘｉ
ｆ(Exchangeable image file format)と同様の項目（シャッタースピード、レンズ絞り値
、圧縮モード、色空間情報、画素数、メーカ独自情報（メーカーノート）等）を記録する
ようにしてもよい。
【０１５３】
　なお、一つの画像については、画像の属性情報、サムネイル画像、本画像が一つのファ
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イルに記録されていてもよいし、それぞれ分けて記録されていてもよい。
【０１５４】
　以上説明したように、本実施形態のデジタルカメラ１０によれば、複数の撮像手段Ｒ、
Ｌ（複数の視点）で撮影された画像を視点ごとに設けられた専用フォルダに格納する（ス
テップＳ２５～Ｓ３１）。したがって、フォルダ単位にアクセスすることで目的の視点の
画像を迅速に検索表示することが可能となる。
【０１５５】
　また、他の視点との関連情報（各画像の関連付け情報）及びディフォルトの視点情報も
格納しているので、視点の切り替えも容易となる。
【０１５６】
　さらに、視点ごとのフォルダに分けて格納することもできるので、視点ごとの検索が容
易となる。このため、画像の記録や表示に要する処理を減らし、視点ごとの表示が容易と
なる。
【０１５７】
　〔再生時動作　その１〕
　図８は、第一実施形態のデジタルカメラ１０の動作（再生時動作）を説明するためのフ
ローチャートである。
【０１５８】
　以下の処理は、主として、ＣＰＵ１１０がＳＤＲＡＭ１２０等に読み込まれた所定プロ
グラムを実行することにより実現される。
【０１５９】
　利用者が操作部１１２（２Ｄ／３Ｄ表示切替部４０）を操作して２Ｄ／３Ｄ画像のいず
れの表示を行うかを選択すると（ステップＳ４０）、いずれの表示モードが選択されたか
を検出する（ステップＳ４１）。
【０１６０】
　３Ｄモードが検出されると（ステップＳ４２：Ｙｅｓ）、３Ｄ表示モードへ切り替える
（ステップＳ４３）。すなわち、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８に３Ｄモードである
ことを表すフラグを設定する。
【０１６１】
　次に、図６に示す３Ｄ画像フォルダを検索し（ステップＳ４４）、３Ｄ画像フォルダを
検索できれば（ステップＳ４５：Ｙｅｓ）、その３Ｄ画像フォルダ中の３Ｄ画像を含むフ
ァイルを検索する（ステップＳ４６）。この処理は例えば、２Ｄ／３Ｄフォルダ管理用バ
ッファ４２等を使って行われる。そして、３Ｄ画像を含むファイルを検索できれば（ステ
ップＳ４７：Ｙｅｓ）、その検索したファイル（一つのことも複数のこともある）からサ
ムネイル画像を抽出作成し（ステップＳ４８）、モニタ２４にその抽出したサムネイル画
像（一つのことも複数のこともある）を所定形式で表示する（ステップＳ４９）。
【０１６２】
　利用者が操作部１１２を操作して、その表示されたサムネイル画像の中からいずれかの
サムネイル画像を選択すると（ステップＳ５０：Ｙｅｓ）、その選択されたサムネイル画
像に対応するファイルから主画像を読み出し（ステップＳ５１）、３Ｄ画像として表示す
る（ステップＳ５２）。すなわち、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８の内容（３Ｄモー
ドであることを表すフラグが設定されている）に従って、モニタ２４の右眼用短冊画像表
示領域２４Ｒには、右用の画像（例えば図中の撮影系１画像）が、左眼用短冊画像表示領
域２４Ｌには左用の画像（例えば図中の撮影系２画像）が表示されるように表示制御部１
５８等を制御する。この場合、利用者はその表示された画像を立体画像として視認する。
【０１６３】
　上記ステップＳ４８からＳ５３の処理は、表示が終了するまで繰り返される（ステップ
Ｓ５３：Ｎｏ）。
【０１６４】
　以上説明したように、ステップＳ４２で３Ｄモードが検出された場合には、３Ｄ画像専
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用の３Ｄ画像フォルダからファイル（画像）を読み出すようにしたので、選択が容易でし
かもサムネイル画像や本画像の表示（選択させるための表示）も迅速に行うことが可能と
なる。また、画像の選別も容易に行うことが可能となる。
【０１６５】
　次に、ステップＳ４２で２Ｄモードが検出された場合の動作について説明する。
【０１６６】
　２Ｄモードが検出されると（ステップＳ４２：Ｎｏ）、２Ｄ表示モードへ切り替える（
ステップＳ５４）。すなわち、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８に２Ｄモードであるこ
とを表すフラグが設定される。
【０１６７】
　次に、図６に示す２Ｄ画像フォルダを検索し（ステップＳ５５）、２Ｄ画像フォルダを
検索できれば（ステップＳ５６：Ｙｅｓ）、その２Ｄ画像フォルダ中の２Ｄ画像を含むフ
ァイルを検索する（ステップＳ５７）。そして、２Ｄ画像を含むファイルを検索できれば
（ステップＳ５８：Ｙｅｓ）、その検索したファイル（一つのことも複数のこともある）
からサムネイル画像を抽出作成し（ステップＳ５９）、モニタ２４にその抽出したサムネ
イル画像（一つのことも複数のこともある）を所定形式で表示する（ステップＳ６０）。
【０１６８】
　利用者が操作部１１２を操作して、その表示されたサムネイル画像の中からいずれかの
サムネイル画像を選択すると（ステップＳ６１：Ｙｅｓ）、その選択されたサムネイル画
像に対応するファイルから主画像を読み出し（ステップＳ６２）、２Ｄ画像として表示す
る（ステップＳ６３）。すなわち、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８の内容（２Ｄモー
ドであることを表すフラグが設定されている）に従って、モニタ２４の右眼用短冊画像表
示領域２４Ｒ及び左眼用短冊画像表示領域２４Ｌには同一の画像（例えば図中の画像１）
が表示されるように表示制御部１５８等を制御する。この場合、利用者はその表示された
画像を立体画像としてではなく、通常の画像として視認する。
【０１６９】
　上記ステップＳ５９からＳ６３の処理は、表示が終了するまで繰り返される（ステップ
Ｓ６４：Ｎｏ）。
【０１７０】
　以上説明したように、本実施形態のデジタルカメラ１０によれば、２Ｄ画像を２Ｄ画像
専用フォルダに格納し、３Ｄ画像を３Ｄ画像専用フォルダに格納する。
【０１７１】
　したがって、フォルダ単位にアクセスすることで目的の２Ｄ画像又は３Ｄ画像を迅速に
検索表示することが可能となる。またファイル管理も容易となる。さらに、２Ｄ画像又は
３Ｄ画像であることを表す識別子も格納しているので、例えば別のフォルダに移動したと
しても、２Ｄ画像であるか３Ｄ画像であるかを判定することが可能となる。さらに、２Ｄ
／３Ｄ画像専用フォルダに分けて格納するので、３Ｄ画像の検索が容易となる。このため
、画像の記録や表示に要する処理を減らし、表示までの時間を短縮することが可能となる
。
【０１７２】
　さらに、２Ｄ／３Ｄ表示モードに設定されているとき（ステップＳ４２）、２Ｄ／３Ｄ
専用フォルダから画像を検索する（ステップＳ４４又はＳ５５）ので、３Ｄ表示の場合は
、３Ｄフォルダを優先的に表示することができる（ステップＳ４８等）。このため、切り
替えの手間が不要となる。
【０１７３】
　〔再生時動作　その２〕
　図９は、第一実施形態のデジタルカメラ１０の動作（再生時動作）を説明するためのフ
ローチャートである。
【０１７４】
　以下の処理は、主として、ＣＰＵ１１０がＳＤＲＡＭ１２０等に読み込まれた所定プロ
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グラムを実行することにより実現される。
【０１７５】
　いずれの表示モードが選択されたかを検出する（ステップＳ７０）。
【０１７６】
　３Ｄモードが検出されると（ステップＳ７０：Ｙｅｓ）、３Ｄ表示モードへ切り替える
（ステップＳ７２）。すなわち、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８に３Ｄモードである
ことを表すフラグが設定する。
【０１７７】
　次に、画像情報を検索する（ステップＳ７３）。例えば、図７に示す３Ｄ画像フォルダ
配下の各フォルダ中の画像を含むファイルを検索する。そして、画像を含むファイルを検
索できれば、その検索したファイル（一つのことも複数のこともある）からサムネイル画
像を抽出作成し、モニタ２４にその抽出したサムネイル画像（一つのことも複数のことも
ある）を所定形式で表示する（ステップＳ７４）。
【０１７８】
　利用者が操作部１１２を操作して、その表示されたサムネイル画像の中からいずれかの
サムネイル画像を選択すると（ステップＳ７５）、その選択されたサムネイル画像に対応
するファイルが３Ｄ画像か否かを判定する（ステップＳ７６）。
【０１７９】
　その選択されたサムネイル画像に対応するファイルが３Ｄ画像であるなら（ステップＳ
７６：Ｙｅｓ）、そのファイルに対応する視点情報及び表示可能視点数を読み出し（ステ
ップＳ７７、Ｓ７８）、全視点を表示可能か否かを判定する（ステップＳ７９）。デジタ
ルカメラのモニタ２４サイズ等によっては全視点の画像を表示することができないことが
あり得るため、デジタルカメラごとに表示可能視点数を設定してあり、ステップＳ７９の
処理を行う。
【０１８０】
　そして、全視点を表示可能と判定されると（ステップＳ７９：Ｙｅｓ）、ステップＳ７
７で読み出した視点情報を基に、全視点の画像を該当視点の画像フォルダから読み出し（
ステップＳ８０）、３Ｄ画像として表示する（ステップＳ８１）。すなわち、２Ｄ／３Ｄ
モード切替フラグ１６８の内容（３Ｄモードであることを表すフラグが設定されている）
に従って、モニタ２４の右眼用短冊画像表示領域２４Ｒには、右用の画像（例えば図中の
撮影系１画像）が、左眼用短冊画像表示領域２４Ｌには左用の画像（例えば図中の撮影系
２画像）が表示されるように表示制御部１５８等を制御する。この場合、利用者はその表
示された画像を立体画像として視認する。
【０１８１】
　上記ステップＳ７４からＳ８１の処理は、表示が終了するまで繰り返される（ステップ
Ｓ８２：Ｎｏ）。
【０１８２】
　一方、全視点を表示不可能と判定されると（ステップＳ７９：Ｎｏ）、ディフォルトの
視点を読み出し（ステップＳ８３）、この読み出したディフォルトの視点を中心とした表
示可能視点数分の画像を、該当視点の画像フォルダから読み出し、上記と同様に、３Ｄ画
像として表示する（ステップＳ８１）。
【０１８３】
　以上説明したように、ステップＳ４２で３Ｄモードが検出された場合には、３Ｄ画像専
用の３Ｄ画像フォルダからファイル（画像）を読み出すようにしたので、選択が容易でし
かもサムネイル画像や本画像の表示（選択させるための表示）も迅速に行うことが可能と
なる。また、画像の選別も容易に行うことが可能となる。
【０１８４】
　次に、ステップＳ７１で２Ｄモードが検出された場合の動作について説明する。
【０１８５】
　２Ｄモードが検出されると（ステップＳ７１：Ｎｏ）、２Ｄ表示モードへ切り替える（
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ステップＳ８５）。すなわち、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８に２Ｄモードであるこ
とを表すフラグを設定する。
【０１８６】
　次に、画像情報を検索する（ステップＳ８６）。例えば、図７に示す３Ｄ画像フォルダ
配下の各フォルダ中の画像を含むファイルを検索する。そして、画像を含むファイルを検
索できれば、その検索したファイル（一つのことも複数のこともある）からサムネイル画
像を抽出作成し、モニタ２４にその抽出したサムネイル画像（一つのことも複数のことも
ある）を所定形式で表示する（ステップＳ８７）。
【０１８７】
　利用者が操作部１１２を操作して、その表示されたサムネイル画像の中からいずれかの
サムネイル画像を選択することになる（ステップＳ８８）。
【０１８８】
　次に、その選択されたサムネイル画像に対応するファイルが３Ｄ画像か否かを判定する
（ステップＳ８９）。
【０１８９】
　その選択されたサムネイル画像に対応するファイルが３Ｄ画像であるなら（ステップＳ
８９：Ｙｅｓ）、ディフォルトの視点を読み出し（ステップＳ９０）、その読み出したデ
ィフォルトの視点の画像フォルダをオープンし（ステップＳ９１）、該当画像をそのオー
プンした視点の画像フォルダから読み出し（ステップＳ９２）、２Ｄ画像として表示する
（ステップＳ９３）。すなわち、モニタ２４の右眼用短冊画像表示領域２４Ｒ及び左眼用
短冊画像表示領域２４Ｌには同一の画像（ステップＳ９２で読み出した画像）が表示され
るように表示制御部１５８等を制御する。この場合、利用者はその表示された画像を立体
画像としてではなく、通常の画像として視認する。
【０１９０】
　一方、その選択されたサムネイル画像に対応するファイルが２Ｄ画像であるなら（ステ
ップＳ８９：Ｎｏ）、その選択されたサムネイル画像に対応するファイルから主画像を読
み出し（ステップＳ９４）、上記と同様に、２Ｄ画像として表示する（ステップＳ９５）
。
【０１９１】
　上記ステップＳ８７からＳ９５の処理は、表示が終了するまで繰り返される（ステップ
Ｓ９６：Ｎｏ）。
【０１９２】
　以上説明したように、本実施形態のデジタルカメラ１０によれば、複数の撮像手段（複
数の視点）で撮影された画像を視点ごとに設けられた専用フォルダに格納する。
【０１９３】
　したがって、フォルダ単位にアクセスすることで目的の視点の画像を迅速に検索表示す
ることが可能となる。
【０１９４】
　また、他の視点との関連情報及びディフォルトの視点情報も格納しているので、視点の
切り替えも容易となる。
【０１９５】
　さらに、視点ごとのフォルダに分けて格納することもできるので、視点ごとの検索が容
易となる。このため、画像の記録や表示に要する処理を減らし、視点ごとの表示が容易と
なる。
【０１９６】
　さらに、２Ｄモードの場合（ステップＳ７１：Ｎｏ）はディフォルト視点の画像を読み
出し表示する（ステップＳ９０～Ｓ９３）ので、選択の手間が不要で、撮影者、編集者の
見せたい画像を容易に表示可能となる。
【０１９７】
　さらに、３Ｄモードの場合（ステップＳ７１：Ｙｅｓ）はディフォルト視点を中心にし
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た表示可能な視点数の画像を読み出し表示する（ステップＳ８３、Ｓ８４、Ｓ８１）こと
ができるので、選択が不要で容易に表示することが可能となる。
【０１９８】
　〔編集時動作〕
　図１０は、第一実施形態のデジタルカメラ１０の動作（編集時動作）を説明するための
フローチャートである。
【０１９９】
　以下の処理は、主として、ＣＰＵ１１０がＳＲＡＭ１２０等に読み込まれた所定プログ
ラムを実行することにより実現される。
【０２００】
　操作部１１２の操作により編集対象の画像が指示されると、該当の画像を読み込む（ス
テップＳ１００）。
【０２０１】
　その読み込まれた画像が３Ｄモードであれば（ステップＳ１０１：Ｙｅｓ）、３Ｄ表示
モードへ切り替える（ステップＳ１０２）。すなわち、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６
８に３Ｄモードであることを表すフラグが設定する。
【０２０２】
　次に、ステップＳ１００で読み込まれた画像が視点別画像か連結画像かを判定する（ス
テップＳ１０３）。
【０２０３】
　ステップＳ１００で読み込まれた画像が連結画像であれば（ステップＳ１０３：連結画
像）、そのファイルに対応する視点情報を読み込み（ステップＳ１０４）、該当の視点フ
ォルダを作成する（ステップＳ１０５）。
【０２０４】
　そして、その連結画像に含まれる各視点の画像をそれぞれ、該当の視点フォルダに格納
する（ステップＳ１０６、Ｓ１０７、Ｓ１０８）。
【０２０５】
　次に、操作部１１２又は編集制御入力部４６の操作により３Ｄ画像を編集する（ステッ
プＳ１０９）。
【０２０６】
　この編集が完了し（ステップＳ１１０：Ｙｅｓ）、操作部１１２の操作により編集後の
３Ｄ画像を連結する旨の指示を入力すると（ステップＳ１１１：Ｙｅｓ）、連結ファイル
を作成する（ステップＳ１１２）。
【０２０７】
　そして、ヘッダ情報を作成し（ステップＳ１１３）、編集後の画像を書き込んで（ステ
ップＳ１１４）、処理を終了する。
【０２０８】
　次に、ステップＳ１０１で２Ｄモードが検出された場合の動作について説明する。
【０２０９】
　その読み込まれた画像が２Ｄモードであれば（ステップＳ１０１：Ｎｏ）、２Ｄ表示モ
ードへ切り替える（ステップＳ１０２）。すなわち、２Ｄ／３Ｄモード切替フラグ１６８
に２Ｄモードであることを表すフラグを設定する。
【０２１０】
　次に、操作部１１２の操作により２Ｄ画像を編集する（ステップＳ１１６）。
【０２１１】
　この編集が完了すると（ステップＳ１１７：Ｙｅｓ）、ヘッダ情報を作成し（ステップ
Ｓ１１８）、編集後の画像を書き込んで（ステップＳ１１９）、処理を終了する。
【０２１２】
　以上説明したように、本実施形態のデジタルカメラ１０によれば、視点ごとにフォルダ
分けを行って編集を行うので（ステップＳ１０５～Ｓ１１０）、視点ごとの画像確認や、
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奥行き感の制御などの編集が容易となる。
【０２１３】
　（変形例）
　次に、本実施形態のデジタルカメラ１０の変形例について説明する。
【０２１４】
　本実施形態では、図１に示すように、デジタルカメラ１０が二つの撮像手段Ｒ、Ｌを備
えている例について説明したが、本発明はこれに限定されない。
【０２１５】
　例えば、デジタルカメラ１０は、三つ以上の撮影手段を備えていてもよい。また、撮影
手段を構成する撮影レンズ等は、図１に示すように横一列に配置されていなくてもよい。
例えば、三つの撮像手段を備えている場合には、各撮影レンズは、三角形の各頂点に対応
する位置に配置してもよい。同様に、四つの撮像手段を備えている場合には、各撮影レン
ズは、四角形の各頂点に対応する位置に配置してもよい。
【０２１６】
　また、本実施形態では、例えば、立体撮影、マルチ視点や全方向の撮影を行い、その撮
影の結果得られた画像を含むファイルを記録するようにしてもよい。
【０２１７】
　また、本実施形態では、例えば、３Ｄ静止画撮影モード時は、アナグリフ方式やステレ
オスコープ方式、平行法、交差法等で観察される立体視用の静止画像を生成し、３Ｄ動画
撮影モード時は、時分割方式の３Ｄ動画を生成するようにしてもよい。なお、この種の３
Ｄ画像の生成方法については、公知の技術であるので、ここでは、その具体的な生成方法
についての説明は省略する。
【０２１８】
　また、本実施の形態では、音声記録については、特に言及していないが、音声記録がで
きるようにすることももちろん可能である。
【０２１９】
　上記実施形態はあらゆる点で単なる例示にすぎない。これらの記載によって本発明は限
定的に解釈されるものではない。本発明はその精神または主要な特徴から逸脱することな
く他の様々な形で実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【０２２０】
【図１】本発明の第一実施形態であるデジタルカメラの外観構成を示す正面斜視図である
。
【図２】本発明の第一実施形態であるデジタルカメラの外観構成を示す背面斜視図である
。
【図３】図１及び図２に示したデジタルカメラ１０の電気的構成を示すブロック図である
。
【図４】デジタル信号処理部１４２Ｒ、１４２Ｌの概略構成を示すブロック図である。
【図５】、第一実施形態のデジタルカメラ１０の動作（撮影時動作）を説明するためのフ
ローチャートである。
【図６】２Ｄ画像フォルダと３Ｄ画像フォルダに分けた例である。
【図７】視点別の画像フォルダの例である。
【図８】第一実施形態のデジタルカメラ１０の動作（再生時動作）を説明するためのフロ
ーチャートである。
【図９】第一実施形態のデジタルカメラ１０の動作（再生時動作）を説明するためのフロ
ーチャートである。
【図１０】第一実施形態のデジタルカメラ１０の動作（編集時動作）を説明するためのフ
ローチャートである。
【図１１】モニタ２４で立体視表示が可能となる仕組みについて説明するための図である
。
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【符号の説明】
【０２２１】
１０…複眼デジタルカメラ、１２…カメラボディ、１４Ｌ、１４Ｒ…撮影レンズ、１６…
ストロボ、１８…シャッタボタン、２０…モードスイッチ、２２…モードダイヤル、２４
…モニタ、２４Ｌ…左眼用短冊画像表示領域、２４Ｒ…右眼用短冊画像表示領域、２４ａ
…レンティキュラレンズ、２４ｃ…短冊集合画像表示領域、２６…ズームボタン、２８…
十字ボタン、３０…ボタン、３２…ボタン、３４…ボタン、３６…マクロボタン、３６…
切替ボタン、３６…切替ボタン、３８…検出部、４０…２Ｄ／３Ｄ表示切替部、４２…２
Ｄ／３Ｄフォルダ管理用バッファ、４４…２Ｄ／３Ｄ視点数フラグ（撮影／表示）、４６
…編集制御入力部、４８…２Ｄ／３Ｄ切替視点数切替部、１１２…操作部、１１４…バス
、１２４Ｌ、１２４Ｒ…ズームレンズ制御部、１２６Ｌ、１２６Ｒ…フォーカスレンズ制
御部、１２８Ｌ、１２８Ｒ…制御部、１３０ＦＲ…フォーカスレンズ、１３０ＺＲ…ズー
ムレンズ、１３４Ｌ、１３４Ｒ…撮像素子、１３８Ｌ、１３８Ｒ…アナログ信号処理部、
１４０Ｌ、１４０Ｒ…変換器、１４１Ｌ、１４１Ｒ…画像入力コントローラ、１４２Ｌ、
１４２Ｒ…デジタル信号処理部、１４２ａ…ホワイトバランスゲイン算出回路、１４２ｂ
…オフセット補正回路、１４２ｃ…ゲイン補正回路、１４２ｄ…ガンマ補正回路、１４２
ｅ…補間演算部、１４２ｆ…変換回路、１４２ｇ…ノイズフィルタ、１４２ｈ…輪郭補正
回路、１４２ｉ…色差マトリクス回路、１４２ｊ…光源種別判定回路、１４４、１４６…
検出部、１５０…画像生成部、１５２…圧縮・伸張処理部、１５４…メディア制御部、１
５６…メモリカード、１５８…表示制御部、１６０…電源制御部、１６２…バッテリ、１
６４…ストロボ制御部、１６６…検出回路、１６８…モード切替フラグ、Ｒ，Ｌ…撮像手
段（撮像系）

【図１】 【図２】
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